


Ｅ曹シリーズギヤードモータは　各種産業機械の動力源として，あらゆる産業分野において広い用

途に使用七きるものであります。このためには　ギヤ【ドモータの負荷能力をじゅう分認識して，各

種各様の負荷特性をもった被動機に対して　適正な選定を行なう必要があります。

．．1．負荷能力

（1）ＥＦシ．ｔ」－ズギヤードモータは　伝達キロワット0．4～150良Ｗ，減速比最大1／150までの

範囲について　擦準化したものでありますが，減速部の設計点を　モニタ定格丘Ｗに対して荷重

条件最も厳しくなる　モータ軸1500ｒｐ皿（4Ｐｒ50Ｈｚ）減速比1／30においています0．′、
すなわち，モータ軸が1500ｒｐｍ，減速比がレ／30のとき

一
年
　
一
ム
・
ぐ
」
ノ

Ｊ
′

ｌ
′
Ｙ
■
1
1
1
ぺ
′

．
．
′

〔負荷条件〕　モータ定格鬼Ｗをこえない，かつ　わずかの衝撃を伴なう負荷に対して

〔計算寿命時間〕　歯車　26000時間（島韓計算方式による）

軸受‘五官シリーズカタログに示す　軸端オーバハング許容荷重が

最も幣しい方向に作用した瘍合において14000時間以上

として設計しています。したがって　これ以外のモータ．軸回転数・減速比の場合においては，上

記の計算寿命時間は　さらに大きくなります。

（2）ＡＯＭＡ’（米国歯車工業会）規格では，ギヤードモータの負荷能力をユ「ザが評価するのに便利

なように，被動機の荷重クラスに対応させて　ギヤードモータのサービスクラスをト　丑・濫と

し，表1のように定義しています。

玉野シリーズギヤードモータは，ＡＧ世ＡのＣｌａｓｓⅡに棉当しております。

2．過負荷能力

2．1起動トルクに対して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

大ききが200％程度以下の場合は，起動時間が普通であれば　歯車は疲労破顔に対して安

全なように設計されていますので，標準サイズで使用できます。

2．2　瞬間的最大荷重に対して

モータ定格の200％程度以下の場合は，上記同様　標準サイズを使用して差支えありませ

ん。歯折れに対しては∴歯車の静的な曲げ鼓さは疲労（くり返し）に対する強さの数倍ありま

すから，極く短時間使用する限りにおいて、は　さらに大きな荷重に対しても使用できます。

荷重の木きさ，持続時間，ひん直については　表2を参照ください。

2．3　起動ひん度および正逆回転に対して

起動・停止および正道回転切換時のトルクと持続時間　ならびにそのひん度を　表2ｆ羊より

チェックしてください。

〔注1〕　ブレーキモータつきの場合

ブレーキ内戚形モ、タ直結のギヤードモータは，特別の場合を除き，減速部はモータワクに見合った

大きさのものを使用します。すなわち，制動トルク・時間定格などの負荷条件または冷却方式などｉとよ

り　モータワクが棲準ワクより大きくなる場合は，減速部ワクも対応した大きさゐものに上げて使用し

ます。

こうすることにより，減速部はモータとの取り合い関係が変らないため　擦準品が使用でき，強度的

にも適当なものになります。

ただし，特別の場合は，モ→タワクと減速部との組合わせを変更しなければなりません。4一（カ参照
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3．被動機に対する選定基準

（1）被動機の種類および使用条件により，それぞれ異った負荷特性　すなわち始動・停止・逆転の

負荷サイクル，運転中の負荷の変化，および過負荷・衝撃負荷などの負荷変動がぁります。一方

減速部の強度計算式は荷重が一定という理想的負荷条件を仮定して作られています。

このため，減速部のワク（ユニット　サイズ）選定に当っては∴変動のある負荷を強度計算式

にのる一様な負荷に換算する必要があるわ（ｉですが（この換算のための見掛けの係数を　サービ

スファクター使用係数といいます），各種使用条件の被動機負荷特性を正確に知ることは　実際

には極めて困難であります。

（2）ＡＱＭＡ規格では，経験的に　被動機別に1日当りの運転時問別の荷重クラスを決め，ギヤ丁

ドモータのサービスクラスを適用するようにしています。

ＥＦシリーズギヤ．－ド嘉一タはＡＧＭ二ＡＣｌａ8ＳＩに相当しますので，この適用表を使用して

、減速部ユニットサイズを選定することができ’ます。この場合，ＡＧＭＡギヤードモータ　サ⊥ビ

スクラスとの対応はつぎのようにします。詳細は　表3を参照ください。

ＡＧ撼Ａ．ｃｌ盆ＳＳ一Ⅰ，∬に対しては　Ｅ層シリーズ標準サイズを適用

〟　　Ｃｌａｓｓ取　　に対しては　　〝　標準サイズの1サイズ大形のものを適用

〔注2〕（1）表3は　各種被動横の通常の荷重条件に対する　一般的な適用を示したものであります。

荷重条件が特殊な場合は　ご相談下さい。

吻　表3にない被動機に対しては，ユーザに荷重条件をでき名だけ詳細に問合わせた上で選定します。

場合によっては　鋳鋼（または鉄板製）ギヤケースなどの特殊品を使用する必要があります。

4．重荷童形ギヤードモ「タ（減速部サイズを上げたもの）のモｒタ・減速部の取合い関係

について

4．1．モータごとサイズを上げる、もの

標準サイズに対して，モータ・疲遠部ともにサイズを上げるものであります。

この場合は，共にサイズが上がるので　モ⊥タと減速部の取合い関係は全く標準通りであり，

したがって標準製品をそのまま使用するものであります。

でき得る限り，この方法をおすすめしますｄ

〔例1〕往復劫コンベア用　8時間／日運転

モータ4ＰＸｌｌ点間出力轍50ｒｐｍ（50Ｈｚ地区），減速比1／80の場合

表さからサービスクラス皿であるので，標準サイズの1サイズ大形のものを要す。

標準サイズ　4Ｐｌｌ抑1／30〔30Ｅｆ17（4－11）〕に対して，

減速部・モータともに1’サイズ上の　4王）15たＷｌ／30〔30】∃Ｆ18（4－15）〕を使用する。

4．2　減速部のみサイズアップする＿もの

モータと減速部の取合い関係が変わるため，特殊合フランジを要するなど，減速部が一部特

殊となります。

（例2〕（例1）の場合，モータが4ＰＸｌｌかⅣのまゝで使用可能につき，

減速部のみ1サイズ上（4王）ｉ5鳥Ⅳ用）の〔30ＥＦ18〕を使用する。

この場合（ａ）合フランジ（標準製品は4Ｐ15左‘Ｗモータ用）を，とくに4Ｐｌｌ鳥Ｗのモータが

敬うつけられるものにつけ替えるとともに，
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㈲第1段ピニオン（モータピニオン）も4ＰｌｌＥＷモータ軸に適合する穴径の小さい

もの（標荘製品は4Ｐ15左1Ｖ用穴径になっている）に作り替える

必要があります。

・〔注3〕ＥＦシリーズギヤ～ドモ⊥タは令フランジ使用などにより，Ｌ記のように標準組合わせと異っ仁モー

タの取りつけが可能ですが，サイズＥ23・Ｅ25・Ｅ27（合フランジを使用せず）に限り，ギヤケー

よそのものの寸法（モータ取付部）を変更しなければなりません。

4．3　標準サイズのまゝで使用できる場合

ＥＦシリーズギヤードモータは，減速部の設計点を　モータ軸1500ｒｐｍ（4Ｐ，50正之）

におけるモータ定格烏Ⅴにおいています。このことば，回転数が少ししか変らないのに，たＷ

か1ランク小さくなる（トルクがぐっと小さくなる）60ⅠＩｚ地区における6ｆ，．モータ使用の場

合，すなわちモータ軸1200ｒｐｍの場合は　大きな余裕があることになります。

この場合，モータがワクを上げずに使用でき，かつ，点・Ⅴの設定にある程度の余裕があれば，

モータ・減速部ともサイズを上げずにＣユａｓｓ　茸（標準サイズと1サイズ上り相当品）として

使用でさます。モータ軸が1500ｒｐｍ以外の回転数に対する減速部負荷能力は，蓑4を参照く

でさい。

・〔例さ〕－（例1）におも、て，モータ6ＰＸｎ5見Ｗ，出力軸40ｒｐｍ（60Ⅱｚ地区），減速比1／銅鱒対して

標準サイズ30Ｅア17（6－7．5）を使用の場合　減速部負荷能力は，9．5年Ｗ（表4）となり，

モータ定格に対して　9．ｙ7．5＝1．27の余裕となります。

さらに，モータ鬼1Ⅳ設定時に　所要見Ⅳに対して20％の余裕が考慮されている場合は

減速部サービスファクタは，1．27（減速部）×1．2（モータ）＝1．52

すなわち，ＡＧ加払ＣｌａｓｓⅡ相当品（サービスファクタ2＝ＥＦ標準品にあたるＣｌａｓｓⅡ×

1．4，表ｒ）相当品となり，モータが使用差支えない限り，標準サイズのまゝで使用可能とな

ります。一

5．歯車精度および効率、

5．1　歯車精度

Ｊ上白Ｂ17021。8。の精度等級3級に入っております。

なお，バックラブシは　ＪＧ址Ａ－112－011058　の特級歯車の値を採用しております。

〔注4〕用　歯車精度はつぎの項目に分れておりますが，いずれも余裕をもってパスしております。

・単一・隣接・累積および法線ピクテ誤差

・歯形誤差

・歯ミブのフレ

・歯スジ方向誤差

（笥　汎申減速機の歯車精度は　普通3～6扱が通用されます。

5．2　効　率

モータ農Ｗ・モータ朝回転数・減速比・使用油などにより多少異なりますが，およその値ば

2段減速式の場合　　約95％

3段滅速式の場合　　約92％

であります。

ー　3－

以　　上



表1　ギヤードモータ　サービスクラス表（ＡＯＭ．Ａ150．03…8）

サービス 合計8時間まで／日 3～1 0時間／目＿■ 1 0′時間をこえる／日
サービスファクタ　■■

クラス 断続運転－ 連続運転 ’■連続運転

Ⅰ

主上タの定格をこえない

均‾…な荷重 または

軽または中程度の衝撃
荷重．

モータの定格をこえない
均一な荷重 またな

軽い薗撃荷重

1・0・（…諾 …）－－

Ⅰ 激しい衝撃荷重 中程度の衝撃荷重

・圭一タ＿の定格をこえない

均一な荷重 または・

軽い衝撃荷重
1．4

ｌ 激しい衝撃荷重 中程度の衝撃荷重

2・－こ（療 ）

表2　サービスクラス別　許容衝撃荷重（強さと発生頻度）
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表3　被動機別　ギヤードモータ適用表

〔注〕1．被動轡荷重クラスおよ．ぴギヤードモータ　サービスクラスの適用はＡＧＭＡ150．03198＄による。

2．被動機荷重クラス　Ｕは一定荷重（Ｕ－1ｉｒｏｒｍ），Ｍは中衛撃荷重（Ｍｏｄｅｒａｔｅ Ｓｌ10Ｃｋ），Ｈは重衝撃荷

重（Ｅｅａｖｙ Ｓｈｏｃｋ）を示す。
3．下表は通常の荷重条件に対する一般的な適用を示す。荷重条件が特殊な場合および下表以外の夜勤機
に対してはお問合わせください。（ＯＬ；ＥＦシリーズ標準サイズを，①は雷撃サイズの1サイズ大形の適用を示す）

4．とくに＊印のものについては，荷重条件をじゅう分検討の上選定してください。

1．機械別適用表

Ｃ）

被　 動　 機　 一名
高 重

ク ラ ス

3 一｝ 1 肝 抑 レ ′日
運 転

Ａ 諒 ｒ盲 巨
ク ラ ス シ リ ー ズ

ｔｌび 澗 を こ え 乙 ／

運　 転
取　 掛 鱒　 名

商 重

ク ラ ス

3 － 1 叩 摘 ．個

運　 転
1 0 曙 褐 を こ え る／
運　 転

Ａ Ｇ 址 Ａ Ｅ Ｆ

ク ラ ス シ リ ー「ズ
Ａ Ｇ Ｍ Ａ
ク ラ ス

Ｅ Ｆ

シ リー ズ
Ａ Ｇ Ｍ Ａ
ク ラ ス

ＪＥ Ｆ

シ リ ー，ズ

圧 縮 機 ・ 送 風 稜

・コ ン プ レ ッ サ
遠 心 式 … … … ‥ ‥ ‥ ∴ ‥ ・‥ ・ Ｕ

‾Ⅰ

○ 且

－○
牽 引 機 ■

は し ・け 牽 引 用 … ・・・… … ‥ …

混 合 機 械

Ｅ

Ｕ

一旺

祖

ト

耳

■ ① ＿

0 ．

○

取 ＊

Ⅰ．

．‡

① ｒ

○

○

回 転 式 … … ・－ ・・・・… ・… … ・ Ｍ 丑 ○ ‾ 丑 ○ ．▼ ア ■ジ テ 「 ・タ
・ 往 復 動 式　 多 シ リ ン ダ … Ｍ 彊 、． ○ Ⅰ ＊ ○ 液 体 （低 粘 度 ）－ ・・・‥ ‥ ・…

　　　 単 シ ＿リ ン ダ ・‥

、． フ ア ン ．

Ｅ ／

Ⅴ

．丑

‡

■ ¢ ） －

○

町

且

（∋

○

液 体 （高 粘 度 ） お よ ぴ

液 体 と 個 体 … ・・・‥．… ・・＿‥

遠 心 式 ‥ ・・・・・・… ‥ ・‥ ‥ … … ‘ 液 体 （粘 寧 変 化 ）． … … ・・・ Ｍ

Ｕ

訂

1

○

○

‡ ＊

’ 耳

○

○ －

‾‾ 吸 込 送 風 用 … … ‥ ・．・＝ … ‥ ・ Ｍ 丑 ○ 丑 ・○ ミ キ サ
大 形 （工 業 用 ・鉱 山 用 ） ‥ ・‾　Ｍ ＿亜 ○ ・・】‡ ＊ ○ ‾ 密 度 一 定 … ‥ 」 … … … ▲… ・

小 形 （小 径 ） ‥ ■・… … ・… ・■・… Ⅴ ‾

Ⅴ

1 ‾

1

○

○

丑

′ Ⅰ

○

0

一 密 度 変 化 ・二… … … ■＝ … ‥ ‥ Ｍ ・脛 ○ 甘 0

フ ロ ワ ＿　 コ ン ク リ ⊥ ト （連 続 ） … Ｍ ‾ Ⅰ ＿ ○ ■ ‾ Ⅰ ○
遠 心 式 ‥ ∴ ∴ ・・・－・・・・・・・・－… ・．・ （断 続 ） 丁・・ Ｍ ■ Ⅰ ○　 ■ ー －
軸 流 式 ∴ ‥ … ・・・・・・∴ ・・・‥ ‥ ∵ ロ Ⅰ ○ － 丑 ○ 洗 濯 機 ・‾

・Ｍ ■

て ｕ －

Ｅ

丑

ｌ

丑

○

○

．①

Ⅰ一‾

玉

Ⅱ 幸 一

○

ｂ ■

（Ｄ

回 転 式 … … ‥ － … … 「… ∴ ．・

遅 魔 ・ 物 上 げ 壇 械
ウ イ ン ド ラ ス … … ・・・・．・… … ・

エ レ ベ ー タ

バ ケ ッ ト （均 ∵ 荷 重 ） ｔ・・

（重 荷 重 ） …

Ｍ

Ｍ

ロ ・

Ｍ

丑

丑

■Ⅰ

．Ⅰ

0

○

’○ －
○

＿＿‡

玉 ＊

Ⅱ

五

○

○ ■

○

○

． 反 転 式 … ・ｔ… ・・†・・・・・一・■‥ ∴ ∴

発 電 機
溶 接 用 を 除 く ・－ … ・∴ ‥ ．‥ ・

・・籾 砕 桟 械
遠 心 式 ・ 重 力 式 ・・・・・・ｔ・… ‥ ロ Ⅰ ○ Ⅰ ○ ク ラ ブ シ ャ

エ ス カ レ ー タ … ・… … … ：・ Ｕ Ⅰ ‾○ 丑 ○ 鉱 石 … ・… ・・・＝ … ・… … ・‥ ・・

袋 物 用 … ・・・，… ・・・‥ ・・・・・・ｔ‥ Ｍ Ⅰ ○ ‾ ∬ ‾Ｐ 石 … … ・・・… ・－ ・＿・… … ・■… ・ Ｅ Ⅲ ‘・ （彰 ・ 皿 ＊ ・． ㊤

カ ー ダ ン パ ・「・‥ ・・… ‥ ・・■… ・‥ ・ 丑 班 ’ 寧 ミ ル ■（ 回 転 式 ）
■Ｍ 丑 ○ 耳 0 ．カ ー プ ー う （断 続 ） … ・ｔ・… Ｍ ．‥Ⅰ ○ － －

キ ル ン ・・… ・・… … ‥ ∴ 」 … ・・

ク レ ー ン ・ ホ イ ス ト

主 巻 （中 荷 重 ） ・… … … ‥ 由 ‥涯 二‾－○ ■

‾ ‡ ■
○

ボ ・－リ レ ミル ・ノ叫 レ ミ ル ・

ロ ッ ド ミル ・・・・・・・．∴ Ｊ … … … －・ Ｅ ＿． 皿 ◎ Ⅱ ＊ 亘 ）

・（重 荷 重 ） ｔ… … ・▼‥ ・ 五 1 ．瓜 ㊤ 即 ◎ ・ タ ン プ ラ ∴ … … ・「… ・… ∴ ・ Ｈ 虹 ■ － 二 ◎ 皿 ＊ ‾ Ｇ ）

可 逆 ホ イ ス ト ‥ ・・… ‥ ∴ ・ 息 蜃 ニ Ⅱ ・ 、・○ －Ⅷ － ○ ハ ン マ ミ ル … … … ・Ｉ・・・・・・・ 王Ⅰ ・

Ｍ

Ｍ

避 ■

‡

Ⅰ

鱒

○

○

皿 ＊

Ⅱ

． 丑 、 －

①

○

0

ス キ ッ プ ホ イ ス ト … ‥ ■・… ‾誠 一 ＋＋＋＋ ℡ ○ －‡ ○ 分 離 機 械 ′、‾

ト ロ リ 駆 動 ・－ … ・＝ … … ■‥ ・－　Ｍ 旦 ′ ○ ＿・ ‾腔 ・・ 0 ク ラ シ フ ア イ ヤ ・．・・．… … … ‥ ・

　 ブ リ ッ ジ 駆 動 … … ・・… ・・・‥

・ コ ン ベ ア （均 一 荷 重 ）

Ｍ

ロ

Ｍ ■

Ⅱ ．

－・丑■二

1

月

■捉 ・・ｒ

＿○

． 0

○

①

ミ 漉 ＊ ・

丑 ．′

薗 ・

・ 駐 辛

○

■ 0 ′

○

（Ｄ

． ス ク リ ー ン

回 転 式 （ 石 ・砂 利 ） ∴ ・… ‥

コ ン ベ ア （重 荷 重 ）

往 復 動 ・ シ ェ ー か ぃ ・・・‥ ・

気 流 ・水 和 こ よ る ■分 離 式 …

ポ ン プ 類
遠 心 式 ∴ … … … ‥ ・・－ ・・・… ・∵

Ｕ

Ｕ

‾ ｌ

・ Ⅰ

○

ｂ

Ⅱ

・ Ⅰ

＿ ○

○

可 動 巽 式 ・・－ 一・・Ｔ… … … … ‥ ・・

往 復 劫 式

単 動 ・3 シ ．リ ン ダ 以 上 ・・

Ｍ

． Ｍ

＿且

‡

○

○

＿ 並 ＊

Ⅰ

“○ ・

○

．複 動 2 シ リ ン ダ 以 上 ・‥

回 転 式

ギ ヤ ・ ロ ー ブ ・べ － ン ∴

ラ イ ・ン ・ シ ャ フ ■ト

Ｍ ■

ｐ ∴

，■ む

甘

ｉ

ｉ

． 0

○

○ －

甘 ■

Ⅰ■

Ⅰ 、

（〕

○ ・

○ス タ ブ か ・・… ・… ・‥ … ・‥ ‥ ∴ ロ

・ロ
Ｍ

． Ｍ
Ｈ

1

1

ｒ且
瓦

荘 ■

－ ’？ ‾、■

○ ‾

■○ ‾

○

①

＋＋ ｌ

・ Ｊ
丑

丑 ∴

怒 ＊

○

○ ＿

Ｐ ■

○

■ ①

均 一 荷 重 ・・－・．・・＿・・・・・・… ・・こ－ …

フ ィ ー ダ ■　中 衝 撃 荷 電 ・∴ ・ｔ‥ ・＿・・・・・・＿‥ ∴ Ｍ ＿ ＿■’ ．丑 ○ 亙 ■ ○

デ ィ ス ク … … … … ‥ ■・・一・‥ ・

・エ プ ロ ン ■・ ベ ル ト ・・．‥ ・＿・・
ス ク リ ュ・－ … … ■∴ … ・‥ ‥
食 後 動 … … 丁… ・二・・… ∴ ・・‥

重 衝 撃 荷 重 ‥ ・・・ｔ・－‥ ‥ ・… ∴ ‘ 鱒 監 ＿ 庄 ） Ｅ ＊ （カ

ー5－



表3　2．工業別選定表

被　 動　 機　 名 ．
荷 重

クラス

3ニー10時閥／日

運∵ 転
10†親日をこえシ／日
運　 ‾転■

被 ′劫　 機 ‾名
荷 重

クラス

3～10時間／日
運 ． 転

10柑ｆ＿ｌｊをこえる／匂

・運 転
ＡＣＭＡ
クラス
ＥＦ
シリーズ

ＡＣＭＡ
クラス
ＥＦ
シリーーーズ

ＡＣＭＡ
クラス
ＥＦ
シリーズ
ＡＣＭＡ
クラス
ＥＦ
シリーズ

紙 ・パルプ

アジテータ・・…‥∴・…・…．・－ Ｍ 丑　＿ ○ 丑 ○

食品

Ｕ 1 ○ 皿 ○
【

ウオッシャ・シックナ…‥・－．Ｍ － － Ⅱ＊ ○ ㍍ 丑′ ○ 一丑 ○

カッタ ・プレータ・…・．……・ ⅠⅠ ー － 凪干 ① ビー トスライザ…・・・…＿‥・・‥ Ｍ ・丑 ＿○ 旺 ○

コ・ンベア…………・‥・・‥・‥‥ Ｕ － － ‡ ○ ミー トプ ラインダ………＿… Ｍ －

Ｕ

丑

1

○

○ ノ

、丑

丑

■○

・○

ｒ　コンベア （原木用）・・・・・・‥・‥ Ｅ ー ー
Ｅ＊ （む■ 醸造 ・蕉溜

シリンダ…‥・‥丁‥＿・…・－・・・・・・Ｍ － ー 丑 ○ 缶 ・ぴん詰機械・‥・・∵・‥…

・ ジョルダン・・・・・・・……・・・‥… Ｕ ー■・・・－・・・■・ ーーー Ⅰ ‾’○ 蒸溜機 （定荷重）…‥・・‥一・ Ｕ 一－ －・・・■・■ Ⅰ ○

水圧／ヾ－ か…‥・…‥…・…‥

、ドラムパーカ・・…………・‥・

Ｍ

Ｅ

‾丑■

丑＊

住）

①

スケ⊥ルホッパ

壷鉄 （かんばんな起動）
Ｍ

Ｍ

丑

丑＿

○

○ ＿

‡

．∬

○ ‾

○ナイフパーカ・・・…・…・……・・．Ｍ ー ー 町 在） スラブプッシ．キ・‘・・…・・∴…

ビＴタ ・パルパ…‥．・・・’・…‥ＴＭ － ー 丑＊ ○ スリッタ…・∴・■…・‖・・…‥・‥ Ｍ 置 ○ ＿・耳 ○

ブレーカ・・・・．……・・‥・・・・・‥‥・ Ｕ

Ｍ

丑

皿＊

＿．0

○

成形機‥丁……・・…・；・・・・・・・・‥ 王Ⅰ 皿 ＋　¢） Ⅲ＊＿■ Ｇ）

抄紙機 線材 ・板圧延機…ｔ‥・‥…・・ Ｍ 丑 ○ 丑 ① ．

クーチ・・‥－・ｔ・……・・‥・・… ドロ「ベンチ　キャリッジ・＝ Ｈ Ⅲニ ① 班＊ ∈）

サクションロール・‥…… ロ ー － 葛＊ ．0 主駆動 …‥ 寧 盈 （む － Ⅲ＊ （Ｄ

フ主ルト　ストレプチて・－∴ Ｍ ー ー
■Ⅰ■ ○ 琴線機・…－．・…∴∴・‥∴ …∴‾　Ｍ 町 、 0 丑 ・○

フェル ト　ワイパ …・＿・ｉ・∵ Ｅ ー －
濫＊ （∋ リール （ストリップ用）－ Ｍ － ー 皿 ①

プレス…‥・………・・……・ ロ ・亜＊ ○ ローラテーブル（テーブル・・

Ｍ モ ，

‾．0

腋　ｒ・・住）。・ドライヤ∴……‥∴．・…… Ｍ ■ － － 丑＊ ○ コンベア） 一逆転な－し・・…

カレンダ∴・‘・・・・・・・・・…・‥∴∴‥ Ｍ ー － Ⅱ＊ ○ 逆転あ り．∴∴ Ｍ － ー 皿 ①

スーパ＿÷カレンタ…・…… Ｍ 亙 0 ．精壇

、Ｍ

Ｍ

衰■．．

丑

○

○

丑

・恩

．0

○

’りてル ・…………・……… Ｍ ー ー
一針 ○ ケイ、ンナイフ‥・…・………ｔ・

　 ワインダー‥・‥－・・ｔ………

下水処痙

ロ

ロ ｌ ○

丑

‡

○

○

製油

プレス………二…………・・‥

ケ ミカルフィーダ・…‥・…‥ 冷却磯．……・∴……∴…■「・・ Ｍ 丑 ○ ・‡■ ○＿
＿　コレクタ・……・ｔ……ｔ∴‥…・ロ Ⅰ ○ Ⅰ ○ ロー タリキルン‥†…・…・・「・ Ｍ

Ｅ

茸

皿

＿○ ＿

由

Ⅱ

町一定

○

．¢）

シックナー・……・…‥‥・・…ｔ・Ｍ 且 ○ ‡ ○ セメント　 ．
スカムプレーカ…………‥・Ｍ Ｉｒ ○ ‡ ○ クラブシャ………・・…‥・・‥
一　脱水スクリーン…‥・…＿‥…・Ｍ 丑 ○　 ＿ 立 ○ コール ミル……・：・・・・‥・・－・・ ，Ｍ ．皿 ｑ ●Ⅰ ○
バ■－スクリ「ン……・・・…∴ ロ 1 ○ ＿す ○ ・ ドライヤ・－・・…・・・∴・∵∵‥・・・・ Ｍ Ⅱ‾ 0 Ⅰ ○

バキュＴムフィルター…・・・‥ Ｍ 丑 ‾○ ‡ ○ ハンマミル・…‥・‥・・‥‥‥… Ｂ 7 鱒 ① 亙＊ ①

ミキサ∵…………＝■＝…‥ｆ・

工作繚隠

ネジ立盤・ｔ………‥＝…・－－・

Ｍ ・ Ⅰ ○ ■ ．丑 ○ ．ポール ミル…ｔ…‥－・・……・

繊稚 ・紡織 ・

カー ト・・・…‥……‥…・…‥

Ｅ 駐 、① 濫＊ Ｑ）

－Ｅ
Ⅱ （む　＿ Ｅ＊ ① Ｍ ■甘 一○ 丑＊ ○

パンチ　 シヰー（ギヤ駆或）…… Ｂ Ⅲ ① ｍ＊ ① カレンダ・－＝・‥－…………」 Ｍ■ ‾、丑 ｄ 丑 ○

プレナ・・………………＝…・・Ｅ Ⅱ ‾．（む ． Ⅱ＊ 廷）・ 乾燥缶…………－・＝‥・∴‥・…‥ Ｍ Ⅰ 0 ． ■Ⅱ ○

ペンデングロール…・∴…・・・Ｍ

Ｍ

・丑＿

正一

○

．0

丑

サ

‾○

○

践　 機・……・・‥・・二1…・・…・‥ Ｍ 且‾ ○ Ⅱ　＿ ○

一般工作機械 スラッシャ・…・ｉ・・……．…－・ Ｍ ｐ、 ○ Ⅱ ○ ・

主駆動用・－………∴……・ 染色機……「・・………‥．・∴・・‾Ｍ 丑■ ・○ ■‘ 戯 ○
－＿■補助駆動用・・・・……・・‥…… Ｕ

Ｍ

ｉ

‡

○

○

‡

丑＊

○

0

ソーパ＝＿・・…………………∵ ふ壬 丑 ○ 、∬ ○

ゴム ドライヤ…‥・・・・…．……・ｉ・・・ Ｍ Ｅ ○ 丑 ○

シータ………‥・……・∴・ｔ… ナブパ‥・………………・…・－　Ｍ ∵針 ○ 且 ■○

チエー′†・ス‾トレーナ…－・Ｍ 丑二＿　‾ ○ ’刀 －○　■ 巾出機・・‥∴…………↑・・…・ Ｍ 丑 ○ ・月・ ‾＿○

ミ‘キサ・・い・・・…ｔ・‥…‥…・・・…・Ｅ Ⅱ Ｇ） ＿腔 亘） ・バッチング…・．‥・…・・ふ・‾・・・† Ｍ． 丑 ○ 一月 ○
ラバーカレンダ…∴………ｔ 且蜃 二‡ ○ 丑＊ ○ 紡糸桟・・・－・・・…………・…∴∴ Ｍ ‡ ○ Ⅱ・ ○

ラバーミル（2 並列以上）‥・・・・Ｍ・ 丑 ○ 恩＊ ○ マングル‥‥・－・∴‥‥・・－… Ｍ 丑　‾ ○ Ⅳ ∴　○

淀諜船　 ■ ウインダ…・∴・・・∴……■・・… 由 Ｅ 0 ■ 晋 ○
‾　ウインチ…丁…………・‥‥…

Ｍ 丑 ■○ － ー 布仕上聯…………‥ｔ…・…・ Ｍ‾

Ｍ

丑

月

0 ．

○

甘

．瓦‾

○

○

カッタヘ ッド駆劫……‥・‥・Ｅ Ⅲ ¢ －　‾道春 Ｇ） ウオッシャ■・パブダ・ドラ

ケーブル リール・－…‥・‥・・・ｔ Ｍ ．Ⅱ ○ 一－ －・・－－ イヤ・カレンダ・テンタな・ど
‾　コンベア…・・…………．－＝… Ｍ ＿　Ⅱ ‾○ 丑 ○ ■ 陶業

ジグ駆劫‥＿…‥＝…………‥．・Ｈ ・Ⅱ ・Ｇ） Ⅲ＊ 一任） バグ ミ．ル…………‥・＝‥‥…
・ 不クリー凋 劫∴・・∵ 十 ・

スタブか ・‥……‥Ｔ・…・・…‥
ボンナ ・‥‥・・∵．‥－・∵‥＝……

Ｈ

Ｍ

■Ｍ ＿

皿＿・

‡

丑

十

・○
○

皿＊

封

・払

Ｇ）

○

Ｐ

練瓦プレス ・練炭掛 …・・・： Ｈ Ⅲ ‾　① ・ Ⅲ＊ ①

ー6－
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寸　　の　くｐ　卜∝＝のＯ Ｎ　の

入力軸回転数（ｒｐｍ）

針思恩㍉∵㍉壷】澱逸比才ほ別のものを篠革製品
こして‖ます


